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1　人吉藩の能楽

人
吉
藩
の
能
楽

表　
　
　

き
よ
し

は
じ
め
に

　

八
代
海
に
面
し
た
熊
本
県
八
代
市
の
八
代
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
列
車
に
乗
り
、
球
磨
川
の
流
れ
を
遡
っ
て
い
く
と
、
こ
の
先
に
本
当

に
大
き
な
町
が
あ
る
の
か
と
不
安
に
な
る
頃
、
目
の
前
に
人
吉
盆
地
が
開
け
て
熊
本
県
人
吉
市
の
人
吉
駅
へ
と
到
着
す
る（
肥
薩
線
は
水

害
に
よ
り
現
在
は
不
通
）。
こ
の
人
吉
の
地
を
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ま
で
領
有
し
た
の
が
相
良
氏
だ
っ
た
。
相
良
氏
は
駿

河
国
相
良
荘（
現
在
の
静
岡
県
牧
之
原
市
）を
本
拠
と
し
て
い
た
武
士
で
、『
人
吉
市
史
』
第
一
巻
に
よ
る
と
、
建
久
四
年（
一
一
九
三
）に

相
良
頼
景
が
源
頼
朝
の
不
興
を
買
っ
て
人
吉
盆
地
の
多
良
木
荘
に
下
向
、
建
久
九
年
に
は
頼
景
長
男
の
長
頼
が
頼
朝
の
命
で
人
吉
に
下
向

し
た
と
い
う
。
相
良
氏
一
族
の
者
が
次
々
と
人
吉
に
下
向
す
る
こ
と
と
な
り
、
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）に
長
頼
が
人
吉
庄
の
地
頭
に
補
任

さ
れ
て
、
以
後
六
百
六
十
四
年
に
及
ぶ
相
良
氏
の
人
吉
領
有
が
始
ま
っ
た
。
戦
国
時
代
の
島
津
氏
な
ど
と
の
争
い
を
乗
り
越
え
、
江
戸
時

代
に
は
二
万
二
千
石
の
人
吉
藩
の
藩
主
と
し
て
相
良
氏
と
人
吉
と
の
関
係
は
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

相
良
氏
お
よ
び
人
吉
藩
に
関
す
る
歴
史
資
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
広
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
相
良
文
書
目
録
』

解
題
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
明
治
以
後
も
相
良
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
三
分
割
し
て
売
り
に
出
さ
れ
、
慶
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應
義
塾
大
学
・
広
島
大
学
・
熊
本
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
解
題
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
様
子
を
概
観
し

て
お
く
。

　

慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
と
な
っ
た
の
は
主
に
中
世
文
書
で
、
こ
の
う
ち
の
一
部（
約
千
点
）は
す
で
に
大
正
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
『
第

日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
五　

相
良
家
文
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

広
島
大
学
所
蔵
と
な
っ
た
の
は
二
百
九
十
一
点
で
、
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
冊
子
類
が
多
く
、
人
吉
藩
の
日
記
類
と
林
制
関
係
資

料
が
中
心
で
あ
る
。
日
記
類
は
人
吉
藩
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
だ
が
、
遺
さ
れ
て
い
る
の
は
五
十
冊
六
十
年
分
程
度
で
、
寛
文

二
年（
一
六
六
二
）か
ら
明
治
元
年（
一
八
六
八
）ま
で
飛
び
飛
び
の
形
で
残
存
し
て
い
る
。
藩
主
が
江
戸
滞
在
中
の
江
戸
で
の
様
子
を
記
す

「
御
在
府
日
記
」
と
、
藩
主
が
人
吉
滞
在
中
の
江
戸
の
様
子
を
記
す
「
御
留
守
日
記
」
が
多
く
、
藩
主
が
人
吉
滞
在
中
の
様
子
を
記
す

「
御
在
城
日
記
」
が
わ
ず
か
に
存
在
す
る
。

　

熊
本
県
立
図
書
館
に
は
相
良
家
文
書
と
し
て
戦
国
時
代
か
ら
明
治
に
至
る
約
二
千
点
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
初
期

に
雨
森
真
と
弟
の
渋
谷
季
五
郎
が
相
良
家
の
史
料
を
調
査
し
て
お
り
、
渋
谷
が
主
要
な
史
料
を
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
字
で
筆
写
し
た
『
相
良

家
史
料
』
四
十
一
巻
が
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
史
料
も
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
も
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

　

以
上
の
三
館
の
ほ
か
に
、
人
吉
市
図
書
館
や
人
吉
市
教
育
委
員
会
に
も
相
良
氏
関
係
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
相
良
家

伝
来
の
資
料
と
は
別
に
、
人
吉
藩
関
係
者
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
吉
市
図
書
館
所
蔵
の
『
熊
風
土
記
』
は

稲
留
三
郎
が
相
良
家
関
係
資
料
を
筆
写
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
原
資
料
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
た
め
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

稲
留
三
郎
は
江
戸
末
期
の
人
吉
藩
士
で
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
球
磨
郡
農
事
通
信
員
や
勧
業
委
員
を
歴
任
し
て
お
り
、
明
治
四
十
一
年

に
八
十
五
歳
で
没
し
た（『
人
吉
市
史
』
第
二
巻
）。
こ
の
ほ
か
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
に
も
「
相
良
家
史
料
」（
昭
和
十
三
年
か
ら
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翌
年
に
か
け
て
人
吉
在
住
の
渕
田
卯
三
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
を
筆
写
し
た
も
の
）が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
、
相
良
家
お
よ
び
人
吉
藩
と
能
楽
の
関
わ
り
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
用
い
る
た
め
煩
雑
に
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

一　

室
町
時
代
の
相
良
氏
と
能
楽

〔
１　

相
良
氏
と
能
楽
と
の
関
わ
り
〕

　

相
良
氏
と
能
楽
と
の
関
係
は
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
人
吉
を
拠
点
と
し
た
相
良
氏
だ
が
、
室
町
時
代
後
期
に
は
勢
力
範
囲
を

拡
大
し
、
永
正
元
年（
一
五
〇
四
）二
月
に
相
良
長
毎
が
八
代
を
領
有
し
て
い
た
名
和
顕
忠
を
退
去
さ
せ
、
相
良
氏
が
八
代
を
も
領
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
相
良
氏
の
八
代
領
有
は
天
正
九
年（
一
五
八
一
）に
相
良
義
陽
が
響
ヶ
原
で
甲
斐
宗
運
と
戦
っ
て
没
す
る
ま
で
続
い
て
い

く
。

　

こ
の
頃
の
相
良
氏
と
能
楽
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
表
章
氏
が
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
に
お
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
表
章
氏
は

『
八
代
日
記
』
に
基
づ
き
な
が
ら
、
天
文
五
年（
一
五
三
六
）に
宗
像
右
衛
門
大
夫
が
八
代
城
で
能
を
演
じ
た
際
に
「
素
襖
脱
ぎ
」
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
右
衛
門
大
夫
の
子
の
兵
衛
大
夫
は
上
洛
し
て
修
業
し
た
身
で
あ
る
こ
と
、
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）に
八
代
の
町
衆
が
天
満
宮

へ
の
法
楽
能
を
興
行
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
天
文
後
半
頃（
一
五
四
五
年
前
後
）に
豊
後
の
大
友
義
鎮（
宗
麟
）の
所
に
寄
寓
し
て
い
た

笛
方
の
備
中
屋
七
郎
左
衛
門
が
義
鎮
の
紹
介
状
を
持
っ
て
相
良
氏
を
訪
れ
た
こ
と（
大
日
本
古
文
書
『
相
良
家
文
書
』
468
号
）と
合
わ
せ
て
、

室
町
時
代
か
ら
相
良
氏
が
能
楽
を
盛
ん
に
愛
好
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
『
八
代
日
記
』
は
相
良
氏
の
八
代
支
配
時
代
の
記
録
で
あ
り
、
著
者
や
成
立
年
代
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
原
本
は
慶
応
義
塾
図

書
館
所
蔵
で
、
一
九
八
〇
年
に
青
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
相
良
氏
の
八
代
支
配
時
代
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
に
は
こ
の
ほ
か
に
田



4

代
政
鬴
編
『
求
麻
外
史
』
が
あ
る
。
田
代
政
鬴
は
江
戸
末
期
の
人
吉
藩
家
老
で
、
藩
命
に
よ
り
相
良
氏
初
代
の
頼
景
か
ら
江
戸
初
期
の
相

良
長
毎
ま
で
の
出
来
事
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
梅
山
無
一
軒（
西
源
六
郎
昌
盛
）が
文
化
年
間（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）に

著
し
た
『
南
藤
蔓
綿
録
』（
梅
山
家
蔵
。
一
九
七
七
年
、
青
潮
社
か
ら
肥
後
国
史
料
叢
書
第
三
巻
と
し
て
刊
行
）と
『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』

（
人
吉
市
図
書
館
蔵
。
一
九
九
五
年
、
相
良
村
か
ら
相
良
村
誌
資
料
編
二
と
し
て
刊
行
）が
あ
る
。
両
書
を
編
纂
し
た
梅
山
無
一
軒
は
人
吉

藩
の
大
台
所
役
・
剣
術
師
範
だ
っ
た
人
物
で
、『
南
藤
蔓
綿
録
』
は
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）ま
で
、『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
は
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）ま
で
の
相
良
氏
の
歴
史
を
記
し
て
い
る
。『
南
藤
蔓
綿
録
』
成
立
後
さ
ら
に
資
料
を
追
加
し
て
『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
が
作

ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
ら
し
く
、
両
書
を
比
較
す
る
と
同
じ
出
来
事
で
も
内
容
が
微
妙
に
異
な
る
場
合
が
あ
り
、

『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
が
先
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
相
良
村
誌
解
題
）。

〔
２　

八
代
で
の
相
良
氏
の
演
能
〕

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
八
代
で
の
相
良
氏
の
演
能
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
そ
の
出
来
事
を
記
録
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、

『
八
代
日
記
』
は
「
八
代
」、『
求
麻
外
史
』
は
「
求
麻
」、『
南
藤
蔓
綿
録
』
は
「
南
藤
」、『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
は
「
嗣
誠
」
の
略
称
を

用
い
た
。
な
お
、
⑧
は
八
代
で
は
な
く
人
吉
で
の
演
能
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
人
吉
で
の
演
能
の
記
録
は
こ
れ
し
か
な
い
の
で
合
わ
せ
て
掲

載
し
て
お
く
。

　

①�

天
文
五
年（
一
五
三
六
）閏
十
月
十
八
日　

陣
内
に
て
宗
像
右
衛
門
大
夫
に
よ
る
能
。
素
襖
脱
ぎ
あ
り
。
十
九
日
に
も
菊
池
義
武
饗
応

能
あ
り
。（
八
代
）

　

②
天
文
六
年（
一
五
三
七
）二
月
二
日　

陣
内
に
て
菊
池
義
武
饗
応
能
。
右
衛
門
大
夫
が
翁
を
勤
め
る
。（
南
藤
・
嗣
誠
）

　

③
天
文
六
年（
一
五
三
七
）六
月
二
十
一
日　

正
法
寺
に
て
右
衛
門
大
夫
に
よ
る
菊
池
義
武
饗
応
能
。（
求
麻
・
南
藤
・
嗣
誠
）
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④
天
文
七
年（
一
五
三
八
）正
月
二
十
九
日　

陣
内
に
て
能
。
菊
池
義
武
見
物
。（
八
代
）

　

⑤
天
文
七
年（
一
五
三
八
）八
月
二
十
六
日　

陣
内
に
て
菊
池
義
武
・
則
治
父
子
饗
応
能
。（
求
麻
・
南
藤
・
嗣
誠
）

　

⑥
天
文
八
年（
一
五
三
九
）二
月
五
日　

陣
内
に
て
能
。（
八
代
）

　

⑦
天
文
八
年（
一
五
三
九
）二
月
十
日　

陣
内
に
て
能
。
菊
池
則
治
見
物
。（
八
代
・
求
麻
・
南
藤
・
嗣
誠
）

　

⑧
天
文
九
年（
一
五
四
〇
）九
月
二
十
日
頃　

人
吉
に
て
菊
池
義
武
饗
応
能
。（
南
藤
・
嗣
誠
）

　

⑨
天
文
十
年（
一
五
四
一
）二
月
二
日　

陣
内
に
て
能
。
菊
池
則
治
見
物
。（
八
代
）

　

⑩
天
文
十
一
年（
一
五
四
二
）正
月
二
十
七
日　

陣
内
に
て
能
。
翌
日
に
礼
能
が
あ
り
相
良
義
滋
・
晴
広
父
子
見
物
。（
八
代
）

　

⑪�

天
文
十
四
年（
一
五
四
五
）二
月
七
日　

右
衛
門
大
夫
に
よ
る
法
楽
能
。
十
一
日
に
は
陣
内
に
て
右
衛
門
大
夫
に
よ
る
能
、
十
二
日
に

は
陣
内
に
て
宗
像
兵
衛
大
夫
に
よ
る
翁
、
十
五
日
に
は
荘
厳
寺
に
て
寺
家
能
。（
八
代
）

　

⑫
天
文
十
四
年（
一
五
四
五
）七
月
三
日　

御
船
か
ら
の
使
者
饗
応
の
た
め
荘
厳
寺
で
能
。
兵
衛
大
夫
が
翁
を
勤
め
る
。（
南
藤
）

　

⑬�

天
文
二
十
一
年（
一
五
五
二
）十
月
二
十
四
日（
ま
た
は
翌
日
）　

京
都
か
ら
下
向
し
た
兵
衛
大
夫
に
よ
る
陣
内
で
の
能
。
二
十
八
日
に

は
荘
厳
寺
に
て
兵
衛
大
夫
に
よ
る
寺
家
能
。（
八
代
）

　

⑭�

天
文
二
十
二
年（
一
五
五
三
）三
月
二
日　

宮
原
方
に
て
右
衛
門
大
夫
・
兵
衛
大
夫
に
よ
る
東
郷
殿
饗
応
能
。
五
日
に
法
楽
能
。
七
日

に
陣
内
に
て
能
。
素
襖
脱
ぎ
あ
り
。
九
日
に
礼
能
。（
八
代
）

　

⑮�

天
文
二
十
三
年（
一
五
五
四
）七
月
三
日　

陣
内
に
て
兵
衛
大
夫
に
よ
る
大
友
氏
使
節
饗
応
能
。〈
高
砂
・
兼
平
・
松
風
・
当
麻
・
羽

衣
〉
の
五
番
を
上
演
。（
八
代
）

　

⑯�

弘
治
二
年（
一
五
五
六
）正
月
二
十
七
日　

妙
見
宮
に
て
右
衛
門
大
夫
に
よ
る
法
楽
能
。
父（
兵
衛
大
夫
）が
上
洛
中
の
た
め
子（
右
衛

門
大
夫
）が
翁
を
上
演
。（
八
代
）



6
　

⑰
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）閏
三
月
九
日　

正
法
寺
で
町
衆
が
能
を
催
す
。（
八
代
）

　

⑱
永
禄
七
年（
一
五
六
四
）三
月
十
四
日　

豊
後
か
ら
来
た
五
左
衛
門
が
御
船
に
て
能
。（
八
代
）

　

⑲�
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）五
月
朔
日　

陣
内
に
て
能
。
兵
衛
大
夫
が
翁
を
勤
め
る
。
二
日
の
能
で
は
右
衛
門
大
夫
が
翁
を
勤
め
る
。

（
八
代
）

　

饗
応
能
、
法
楽
能
、
町
衆
に
よ
る
能
、
寺
家
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
演
能
が
記
さ
れ
て
お
り
、
演
能
の
場
所
も
陣
内
、
正
法
寺
、

荘
厳
寺
、
妙
見
宮
な
ど
が
あ
る
。
陣
内
は
相
良
氏
の
拠
点
で
あ
る
八
代
城
で
あ
る
。
相
良
氏
時
代
の
八
代
城
は
古
麓
城
と
も
呼
ば
れ
る
山

城
で
、
麓
に
城
下
町
が
広
が
っ
て
い
た
。
正
法
寺
は
城
下
町
に
あ
っ
た
律
宗
の
寺
院
で
、
相
良
氏
に
よ
る
花
見
や
連
歌
の
会
が
行
わ
れ
る

な
ど
文
化
的
な
色
彩
の
濃
い
寺
だ
っ
た
ら
し
い
。
相
良
氏
が
退
去
し
た
後
の
八
代
は
島
津
氏
の
支
配
と
な
っ
た
が
、『
上
井
覚
兼
日
記
』

天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）九
月
八
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
島
津
義
久
・
義
弘
が
正
法
寺
で
一
門
の
武
将
と
と
も
に
能
を
見
物
し
て
い
る
の

で
、
正
法
寺
に
は
能
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
代
市
西
宮
町
の
正
法
寺
跡
地
に
は
釈
迦
堂
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
荘

厳
寺
は
城
下
町
に
あ
っ
た
相
良
氏
の
菩
提
寺
で
、
も
と
は
浄
土
宗
だ
っ
た
が
相
良
氏
時
代
に
時
宗
と
な
っ
た
。
相
良
氏
の
迎
賓
館
的
役
割

を
果
た
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る（
木
下
潔
『
江
戸
時
代
の
八
代
─
八
代
城
下
町
の
変
遷
と
寺
社
考
─
』）。「
寺
家
能
」
の
意
味
が
不
明
だ
が
、

相
良
氏
と
の
関
係
か
ら
寺
が
主
催
し
て
能
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
荘
厳
寺
は
八
代
の
領
主
が
代
わ
る
と
と
も
に
浄
土
宗
に
戻
っ
て
移
転

を
繰
り
返
し
、
現
在
は
相
良
氏
も
港
と
し
て
活
用
し
た
徳
渕
の
津
に
近
い
八
代
市
本
町
に
存
在
し
て
い
る
。
妙
見
宮
は
現
在
も
八
代
妙
見

祭
で
知
ら
れ
る
八
代
神
社
で
あ
る
。

〔
３　

相
良
氏
と
菊
池
氏
〕

　

こ
れ
ら
の
演
能
に
は
菊
池
義
武
の
関
わ
る
も
の
が
多
い
。
菊
池
氏
は
肥
後
国
守
護
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
豪
族
で
あ
る
が
、
菊
池
能
運
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が
永
正
元
年（
一
五
〇
五
）に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
と
衰
退
の
道
を
辿
る
。
菊
池
義
武
は
大
友
義
長
の
次
男
の
大
友
重
治
で
、
嗣

子
の
な
か
っ
た
菊
池
能
運
の
後
継
者
と
な
っ
て
菊
池
義
宗
・
菊
池
義
武
な
ど
と
名
乗
っ
た
。
隈
本
城
を
拠
点
と
す
る
義
武
は
、
肥
後
守
護

の
地
位
を
巡
っ
て
兄
大
友
義
鑑
や
そ
の
子
の
義
鎮
と
争
い
を
繰
り
返
し
た
。
そ
ん
な
義
武
に
と
っ
て
相
良
氏
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
八
代
を
訪
れ
て
そ
の
際
に
能
を
鑑
賞
し
た
の
で
あ
る
。
天
文
七
年（
一
五
三
八
）八
月
二
十
六
日
に
は
義
武
父

子
が
陣
内
で
能
を
鑑
賞
し
て
い
る
が
、
二
十
四
日
に
息
子
の
鬼
菊
丸
を
伴
っ
て
八
代
を
訪
れ
た
義
武
は
、
白
木
社
で
鬼
菊
丸
を
元
服
さ
せ

て
則
治
と
名
乗
ら
せ
て
い
る
。
大
友
義
鎮
の
攻
勢
に
よ
り
隈
本
城
を
追
わ
れ
た
義
武
は
相
良
晴
広
を
頼
っ
て
人
吉
の
永
国
寺
に
逃
れ
、
出

家
し
て
笑
言
道
闇
と
号
し
た
も
の
の
、
結
局
は
豊
後
に
赴
か
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
殺
害
さ
れ
て
い
る
。『
八
代
日
記
』
な
ど
の
八
代
で

の
演
能
記
事
は
相
良
義
滋
・
晴
広
父
子
と
義
武
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る（
菊
池
義
武
に
つ
い
て
は
池
田
こ
う
い
ち

氏
『
肥
後
相
良
一
族
』、
荒
木
栄
司
氏
『
菊
池
一
族
の
興
亡
』
に
詳
し
い
）。

　

こ
う
し
た
演
能
を
担
当
し
た
の
は
宗
像
右
衛
門
大
夫
や
兵
衛
大
夫
だ
っ
た
が
、
宗
像
氏
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
考
察
す
る
。
た
だ

し
、
右
衛
門
大
夫
や
兵
衛
大
夫
だ
け
で
は
な
く
脇
方
・
囃
子
方
・
狂
言
方
も
演
能
に
は
必
要
で
あ
り
、
八
代
に
は
役
者
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
物
が
多
数
い
た
と
思
わ
れ
る
。
備
中
屋
七
郎
左
衛
門
が
相
良
氏
を
訪
れ
た
際
に
も
、
相
良
氏
側
の
笛
の
役
者
が
七
郎
左
衛
門
か
ら
伝

授
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。

　

永
禄
七
年
三
月
十
四
日
に
豊
後
の
五
左
衛
門
が
御
船
で
演
能
し
た
記
事
が
あ
る
。
御
船（
現
在
の
熊
本
県
上
益
城
郡
御
船
町
）は
阿
蘇
氏

の
重
臣
甲
斐
宗
運
の
拠
点
で
あ
り
、
相
良
氏
は
甲
斐
氏
と
の
結
び
付
き
を
強
化
し
て
い
た
。
樋
口
英
江
氏
「
豊
後
大
友
氏
の
能
楽
関
係
資

料
年
表
稿
」（『
藝
能
史
研
究
』
229
号
）に
よ
る
と
、
五
左
衛
門
は
大
友
氏
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
大
鼓
役
者
で
あ
る
。
八
代
か
ら
直
線

距
離
で
六
十
キ
ロ
程
度
離
れ
た
御
船
で
の
演
能
が
な
ぜ
『
八
代
日
記
』
に
記
さ
れ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
五
左
衛
門
が
大
鼓

役
者
だ
と
す
る
と
、
ほ
か
の
役
を
勤
め
る
役
者
も
豊
後
か
ら
引
き
連
れ
て
来
た
の
か
、
御
船
に
も
能
が
演
じ
ら
れ
る
く
ら
い
の
力
を
持
っ
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た
者
が
い
た
の
か
、
不
明
な
点
が
多
い
。

〔
４　

相
良
義
陽
筆
の
謡
本
〕

　

と
こ
ろ
で
、
慶
應
義
塾
図
書
館
相
良
家
文
書
に
は
相
良
義
陽
自
筆
と
さ
れ
る
謡
本
が
二
種
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
『
井
筒
之
能
』

で
、
全
十
四
丁
の
袋
綴
冊
子
本
で
あ
る
。
表
紙
に
「
義
陽
公
御
自
筆
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
が
あ
り
、
第
一
丁
表
に
「
井
筒
之
能　

筆
者
天

下
一
の
お
ん
筆
也
」
と
あ
る
。
節
付
や
役
の
記
載
は
な
く
、〈
井
筒
〉
の
詞
章
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
『
伝
柳
江
院
殿
筆

狂
言
集
』
で
、「
狂
言
集
」
と
さ
れ
て
い
る
が
中
身
は
謡
本
で
あ
る
。
横
本
で
、
共
表
紙
を
含
め
て
百
三
十
八
丁
あ
る
。
収
録
さ
れ
て
い

る
曲
は
〈
百
万
・
楊
貴
妃
・
朝
顔
・
富
士
太
鼓
・
井
筒
・
通
盛
・
海
人（
部
分
）・
葵
上
・
卒
都
婆
小
町
・
鞍
馬
天
狗
・
二
人
静
・
女
郎

花
・
松
風
・
盛
久（
部
分
）・
雨
月（
部
分
）・
曲
不
明（
部
分
）〉
の
十
六
曲
で
、
節
付
の
な
い
曲
も
あ
る
が
、
下
掛
り
の
節
付
と
見
ら
れ
る
。

相
良
家
十
八
代
の
義
陽
は
天
文
十
三
年（
一
五
四
四
）生
ま
れ
で
弘
治
元
年（
一
五
五
五
）に
十
二
歳
で
家
督
を
継
い
だ
。
島
津
氏
の
肥
後
侵

攻
に
よ
り
島
津
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
御
船
の
甲
斐
宗
運
と
戦
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
前
述
の
と
お
り
天
正
九
年（
一
五
八
一
）十
二
月

に
響
ヶ
原
で
の
戦
い
で
没
し
て
い
る
。
義
陽
が
謡
本
を
筆
写
し
た
背
景
は
不
明
だ
が
、
不
穏
な
情
勢
が
続
く
中
で
も
相
良
家
の
当
主
が
能

に
親
し
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

二　

相
良
氏
の
能
楽
を
支
え
た
役
者
た
ち

〔
１　

人
吉
藩
能
大
夫
宗
像
氏
〕

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
ま
で
相
良
氏
の
能
楽
を
支
え
た
の
が
宗
像
氏
だ
っ
た（
資
料
に
よ
っ
て
は
「
宗
方
」
と
記
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
が
、
本
稿
で
は
資
料
名
や
資
料
内
の
記
述
を
除
き
「
宗
像
」
に
統
一
し
た
）。
宗
像
氏
初
代
と
さ
れ
る
宗
像
兵
衛
大
夫
に
つ
い
て
、
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『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（『
南
藤
蔓
綿
録
』
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
）。

　
　

宗
像
兵
衛
大
夫
西
国
御
供
之
事

　
　

�
一
、
此
宗
像
ハ
関
東
御
住
居
ノ
時
ヨ
リ
頼
御
当
家
罷
出
候
、
乱
舞
之
法
ヲ
嗜
ミ
、
其
外
諸
事
才
能
有
之
者
故
被
抱
置
候
、
常
ニ
御
側

ニ
被
召
仕
候
、
此
宗
像
先
祖
ハ
筑
前
ノ
宗
像
ニ
テ
元
来
西
国
素
生
ニ
候
故
、
幸
今
度
御
下
向
ノ
御
供
被
仰
付
候
、
其
後
御
重
代
之
翁

ノ
面
并
白
髭
ノ
面
、
其
外
乱
舞
之
御
道
具
何
レ
モ
宗
像
ヘ
御
預
ケ
被
置
候
、
但
御
下
向
之
翌
年
正
月
元
日
椀
飯
ニ
御
前
ニ
テ
、
宗
像

何
ソ
一
曲
目
出
度
カ
ル
可
キ
謡
ト
仰
有
リ
ケ
レ
ハ
、
畏
候
ト
テ
不
取
敢
即
座
ニ
朗
詠
シ
テ
謡
候
、
従
爾
以
来
御
嘉
例
ニ
罷
成
、
宗
像

代
々
相
伝
仕
、
到
于
今
於
御
前
正
月
元
日
椀
飯
之
時
謡
初
御
座
候
、
今
御
宝
讃
ト
云
ハ
是
也
、〔
二
行
割
注
〕
今
ノ
宗
像
此
後
胤
也
、

但
当
時
ハ
宗
方
ト
書
ク

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
宗
像
兵
衛
大
夫
は
筑
前
国
出
身
で
、
芸
能
な
ど
諸
事
に
才
能
が
あ
っ
た
た
め
相
良
氏
が
遠
江
に
い
た
時
か
ら
召
し
抱

え
ら
れ
て
い
た
が
、
相
良
氏
が
九
州
に
下
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
同
行
し
、
翁
や
能
の
上
演
、
正
月
の
謡
初
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
相
良
氏
重
代
の
翁
面
と
白
髭
面
を
預
け
ら
れ
た
話
も
見
え
る
が
、
こ
の
面
に
つ
い
て
も
『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
に
記

述
が
あ
り
、
相
良
氏
が
遠
江
居
住
の
時
に
は
持
仏
堂
に
本
尊
と
と
も
に
祀
ら
れ
て
い
た
大
切
な
面
で
、
人
吉
下
向
後
は
宗
像
氏
が
別
殿
に

安
置
し
て
管
理
し
、
正
月
の
初
御
能
や
家
督
継
承
祝
賀
能
の
時
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
。

　

宗
像
氏
が
鎌
倉
時
代
初
期
の
遠
江
在
住
の
頃
か
ら
翁
や
能
に
携
わ
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
芸
能
に
秀
で
た
家
柄
で
、
相
良
氏

が
人
吉
に
移
っ
た
後
、
次
第
に
翁
や
能
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
相
良
氏
は
十
二
代
為
続
が
連
歌
を
得
意
と
し
て
『
新
撰
菟

玖
波
集
』
に
入
集
し
て
お
り
、
十
六
代
義
滋
が
「
二
十
一
条
式
目
」
に
お
い
て
「
於
当
家
和
歌
嗜
可
有
之
、
本
朝
之
風
俗
第
一
人
情
之
発
、

当
領
偏
鄙
な
れ
ハ
、
別
而
可
嗜
学
事
、
附
本
朝
宗
任
か
例
、
不
恥
鄙
陋
、
是
を
可
思
」
と
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
の
文
化
を
摂
取
す

る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
。『
八
代
日
記
』
に
宗
像
兵
衛
大
夫
が
京
都
に
出
向
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
事
が
あ
る
が
、
京
都
の
能
役
者
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か
ら
教
え
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
２　

宗
像
氏
の
系
図
〕

　

宗
像
氏
に
つ
い
て
は
二
種
の
系
図
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
相
良
家
史
料
』
所
収
の
渕
田
文
書
「
旧
人
吉
藩

士
畧
系
」
の
「
宗
方
家
」
分
で
、
も
う
一
つ
は
人
吉
市
図
書
館
蔵
『
熊
風
土
記
』
所
収
の
「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
で
あ
る
。
両
者
に
は
か

な
り
違
い
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
系
図
も
脱
落
や
誤
り
が
あ
る
ら
し
い
。
両
系
図
を
対
照
さ
せ
た
表
を
掲
出
す
る
が
、
同
じ
人
物
と
思
わ
れ

る
人
が
横
に
並
ぶ
よ
う
配
置
し
た
。「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
に
は
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
注
記
や
妻
子
の
情
報
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。「
分
限
帳
」
な
ど
の
記
録
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
人
物
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
も
注
記
し
た
。「
分

限
帳
」
に
つ
い
て
は
佐
藤
光
昭
編
『
肥
後
国
相
良
藩
士
分
限
帳
』
な
ど
を
参
照
し
た
。

　
「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
の
㉒
甚
兵
衛
と
㉓
甚
四
郎
の
間
に
「
旧
人
吉
藩
士
畧
系
」
は
源
右
衛
門（
延
享
四
年
・
一
七
四
七
。
こ
の
年
記
は

大
夫
就
任
時
を
示
す
と
思
わ
れ
る
）、
甚
四
郎（
宝
暦
十
三
年
・
一
七
六
三
）、
忠
五
郎（
明
和
八
年
・
一
七
七
一
）、
甚
四
郎（
年
記
な
し
）、

惣
五
郎（
天
明
四
年
・
一
七
八
四
）が
入
っ
て
い
る
。
確
か
に
「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
が
延
享
二
年（
一
七
四
五
）に
亡
く
な
っ
た
㉒
甚
兵
衛

の
次
の
大
夫
を
文
化
九
年（
一
八
一
二
）没
の
㉓
甚
四
郎
と
す
る
の
は
、
甚
四
郎
が
大
夫
だ
っ
た
時
期
が
長
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

「
旧
人
吉
藩
士
畧
系
」
が
そ
の
間
に
五
人
も
の
大
夫
交
代
が
あ
っ
た
と
す
る
の
も
交
代
が
頻
繁
す
ぎ
て
疑
わ
し
い
。
た
だ
し
「
旧
人
吉
藩

士
畧
系
」
が
天
明
四
年
就
任
と
す
る
惣
五
郎
は
分
限
帳
に
よ
っ
て
も
こ
の
年
に
大
夫
を
継
い
だ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
代
が
相
良
氏
能
大
夫
と
し
て
活
躍
し
た
宗
像
氏
だ
が
、
江
戸
後
期
に
一
時
断
絶
の
危
機
を
迎
え
た
こ
と
が
あ
る
。「
西

藍
田
宗
像
系
図
」
は
㉓
甚
四
郎
に
「
文
化
九
壬
申
四
月
十
六
日
於
江
戸
死
、
法
名
独
往
雄
歩
居
士
、
実
ハ
江
戸
表
乱
舞
稽
古
中
、
師
家
ノ

下
女
ニ
密
通
懐
胎
ニ
及
、
無
申
分
自
滅
ス
、
家
亡
、
家
番
豊
永
団
内
」
と
注
記
す
る
。
甚
四
郎
が
文
化
九
年（
一
八
一
二
）に
江
戸
の
師
匠
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宗　像　氏　系　図　比　較　表

渕田文書旧人吉藩士畧系宗方家 熊風土記　西藍田宗像系図 分限帳などの資料

①兵衛太夫 ①宗像兵衛大夫　真岩良柏信士

②元常　兵部丞、玄霊

③元重　源藤兵衛、自達

④元喜　権大夫、玄勇

⑤元成　兵部、端翁自的

⑥元春　源之進、靍翁宗閑

⑦元降　弥左衛門尉、宗心

⑧元平　長兵衛、源心

⑨元続　市之進、自休

⑩元恒　市郎左衛門、良融

⑪元秀　徳兵衛、宗雪、長毎公

御代

⑫元久　吉之助、明超禅定門

⑬元利　甚兵衛、玄格

②弥右衛門 ⑭元義　弥右エ門尉、鉄舟禅那

③源右衛門 ⑮元信　右エ門大夫、慶岳玄寿 天文５年（1536）～天文14年（1545）

右衛門太夫〔八代日記など〕

④市右衛門 ⑯元行　市右衛門尉、無菴禅得

⑤兵衛大夫 ⑰某　兵大夫 天文14年（1545）～永禄９年（1566）

兵衛大夫〔八代日記など〕

⑥市右衛門 ⑱某　市右衛門 天文22年（1553）～永禄９年（1566）

右衛門太夫〔八代日記など〕

⑦源右衛門 ⑲某　源右衛門、始め新九郎、

楽林宗良居士、万治２年（1659）

11月２日没

慶長17年（1612）３月９日に新九郎

演能〔嗣誠独集覧など〕

⑳某　甚兵衛、巌面良槇居士、

元禄８年（1695）１月24日没

貞享３年（1686）宗方甚兵衛　高拾

壱石　外三人扶持〔分限帳〕

⑧甚兵衛　元禄15年（1702）　　　

　※�年記は大夫就任の年らし

い（以下同じ）

㉑某　徳兵衛、枝山全能居士、別

府氏より養子、享保５年（1720）

12月29日没

元禄８年（1695）宗方徳兵衛　４月

17日申付〔分限帳〕　享保３年

（1718）宗方徳兵衛　高五拾石　五

人扶持　他ニ弐人扶持〔分限帳〕
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⑨源兵衛　享保６年（1721） 享保６（1721）名前なし　３月朔日

亡父徳兵衛跡式仰付被之〔分限帳〕

⑩甚兵衛　宝永４年（1707）

　　※年記に誤りがあるか

㉒某　甚兵衛、掌翁知功居士。

延享２年（1745）12月24日59歳没

⑪源右衛門　延享４年（1747）

⑫甚四郎　宝暦13年（1763）

⑬忠五郎　明和８年（1771）

⑭甚四郎 安永３年（1774）12月11日に甚四郎

が囃子出演〔長泰公御在府日記〕

⑮惣五郎　天明４年（1784） 天明４（1784）宗方惣五郎　五人扶

持〔分限帳〕

⑯甚四郎　寛政８年（1796） ㉓重良　甚四郎、独往雄歩居士、

文化９年（1812）４月16日没

⑰甚兵衛　文化11年（1814） ㉔元満　甚兵衛、寒林宗威居

士、犬童丹右衛門二男、五十石

で新規に取立、天保９年（1838）

11月10日39歳没

天保元（1830）宗方甚兵衛　五十石

〔分限帳〕

⑱冨五郎　天保11年（1840）９

月23日

㉕元憓　冨五郎、実道玄真居士。

明治６年（1873）１月29日49没

安政年間（1854 ～ 1860）宗方冨五

郎五十石〔分限帳〕　文久２（1862）

宗方冨五郎　五拾石〔分限帳〕

⑲亨蔵　養子明治６（1873）３

月相続

㉖某　亨蔵、春林宗清居士、�

犬童直右衛門二男、明治19年

（1886）３月23日没

㉗某　勇作、明治19年３月相続

㉘晋

� �
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宅
で
稽
古
中
に
不
祥
事
を
起
こ
し
、
自
害
し
て
果
て
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
不
祥
事
に
よ
り
家
が
取
り
潰
し
と
な
っ
て
宗
像
氏
は
断
絶
し
、

豊
永
団
内
が
家
番
と
し
て
家
財
な
ど
の
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
藩
に
能
大
夫
が
い
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
た
め
、
犬
童
丹

右
衛
門
二
男
の
甚
兵
衛
が
五
十
石
で
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
、
宗
像
氏
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
旧
人
吉
藩
士
畧
系
」
は
甚
兵
衛

の
能
大
夫
就
任
を
文
化
十
一
年
と
す
る
。

　

こ
う
し
て
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
宗
像
氏
が
相
良
氏
能
大
夫
と
し
て
活
躍
し
、
相
良
氏
は
能
と
の
関
り
を

保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

〔
３　

大
鼓
葛
野
氏
と
人
吉
藩
〕

　

江
戸
時
代
の
諸
藩
の
日
記
を
見
る
と
、
幕
府
お
抱
え
役
者
が
折
り
あ
る
ご
と
に
藩
邸
を
訪
れ
て
い
る
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
中
に
は
藩
が
能
を
催
す
時
な
ど
に
幕
府
扶
持
の
役
者
と
の
仲
介
役
を
務
め
た
役
者
が
い
た
。
表
章
氏
は
「「
大
鼓
金
春
流
」
考（
中
）」

（『
能
楽
研
究
』
25
号
）に
お
い
て
大
鼓
の
金
春
三
郎
右
衛
門
家
が
代
々
加
賀
藩
の
仲
介
役（
加
賀
藩
で
は
「
触
頭
」
と
呼
ば
れ
た
）を
勤
め

て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
青
柳
有
利
子
氏
は
「
南
部
藩
の
能
楽
─
寛
文
か
ら
元
禄
ま
で
─
」（『
国
文
学
研
究
』
158
号
）に
お
い
て

南
部
藩
で
は
幕
府
御
部
屋
役
者
の
中
桐
兵
三
郎
が
仲
介
役
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
人
吉
藩
で
は
、
大
鼓
の
葛
野
氏
が

仲
介
役
だ
っ
た
ら
し
い
。
人
吉
藩
の
江
戸
日
記
を
見
る
と
、
正
月
の
挨
拶
や
暑
中
御
伺
い
・
寒
中
御
伺
い
、
藩
主
の
江
戸
到
着
時
の
挨
拶

な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
役
者
が
藩
邸
を
訪
れ
て
い
る
が
、
最
も
多
く
名
が
見
ら
れ
る
の
は
葛
野
氏
の
人
物
で
あ
る
。
人
吉
藩
の
江
戸
日
記
で

最
も
古
い
『
浮
藻
日
記
』
に
は
、
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）十
二
月
五
日
に
葛
野
九
郎
兵
衛（
葛
野
家
二
世
定
春
）が
大
殿
様（
初
代
藩
主
長

毎
）か
ら
筒
花
入
れ
を
拝
領
し
た
記
事
や
、
十
二
月
二
十
一
日
、
翌
年
正
月
四
日
に
九
郎
兵
衛
が
挨
拶
に
訪
れ
た
記
事
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
人
吉
藩
と
葛
野
氏
の
関
係
は
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
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葛
野
氏
が
人
吉
藩
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）の
相
良
清
兵
衛
を
め
ぐ
る
騒
動
だ
っ

た
こ
と
を
伝
え
る
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
人
吉
市
史
』
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
騒
動
の
様
子
を
ま
と
め
て
お
く
。
相
良

清
兵
衛（
犬
童
頼
兄
）は
人
吉
藩
初
代
藩
主
相
良
長
毎
の
重
臣
犬
童
休
矣
の
子
で
、
父
と
と
も
に
長
毎
に
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
で
相
良
氏
が

西
軍
か
ら
東
軍
に
転
向
す
る
際
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
相
良
姓
を
許
さ
れ
た
が
、
次
第
に
専

横
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
長
毎
は
逝
去
の
際
に
清
兵
衛
の
処
罰
を
遺
言
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
二
代
藩
主
と
な
っ
た
頼
寛
は
清
兵
衛
の

処
罰
を
実
行
し
よ
う
と
思
っ
た
も
の
の
、
清
兵
衛
が
幕
府
の
要
人
と
の
人
脈
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
慎
重
を
期
す
た
め
に
清
兵
衛
の
専
横
を

幕
府
に
訴
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
清
兵
衛
は
江
戸
に
召
喚
さ
れ
て
評
定
所
で
尋
問
を
受
け
た
が
、
頼
寛
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
て
清
兵

衛
は
津
軽
家
に
お
預
け
と
な
り
、
奥
州
弘
前
で
終
焉
を
迎
え
る
と
い
う
末
路
を
辿
っ
た
。

　

人
吉
藩
士
だ
っ
た
稲
留
三
郎
が
明
治
時
代
に
編
纂
し
た
『
熊
風
土
記
』（
人
吉
市
図
書
館
蔵
）巻
四
の
記
事
に
は
、
こ
の
評
定
所
で
の
裁

決
が
万
一
頼
寛
に
と
っ
て
不
利
な
結
果
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
能
役
者
の
葛
野
市
郎
兵
衛（
二
世
九
郎
兵
衛
定
春
か
）が
頼
寛
の
妻
子
を
自

分
の
所
で
匿
う
覚
悟
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
ケ
様
ノ
事
以
、
御
出
入
ノ
内
ニ
モ
格
別
ニ
懇
意
ニ
被
仰
付
、
御
勝
手
通
或
ハ
御

紋
服
等
モ
拝
領
被
仰
付
候
由
、
頼
福
公
ニ
至
テ
モ
御
上
下
等
拝
領
被
仰
付
候
事
モ
有
之
候
」
と
す
る
。
騒
動
の
際
に
頼
寛
へ
の
忠
義
を
示

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
葛
野
氏
は
出
入
り
の
役
者
の
中
で
も
格
別
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
四
代
藩
主
頼
福
の
時
に
も
そ
れ
が
続

い
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
同
書
の
「
江
戸
御
屋
敷
聖
天
」
を
め
ぐ
る
記
事
に
も
、
こ
の
騒
動
に
際
し
て
の
葛
野
の
活
躍
が
記
さ
れ
て
い
る
。
人
吉
藩
の
江
戸

屋
敷
に
祀
ら
れ
て
い
た
聖
天
は
、
も
と
は
禁
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
夜
な
夜
な
禁
中
を
徘
徊
し
た
た
め
に
相
模
国
江
ノ
島
に
流
罪
と

な
っ
た
。
清
兵
衛
騒
動
の
際
に
評
定
所
の
裁
決
が
不
利
な
結
果
と
な
る
こ
と
を
心
配
し
た
相
良
氏
は
、
葛
野
市
郎
兵
衛
に
幕
府
の
動
き
を

探
ら
せ
た
が
、
市
郎
兵
衛
の
耳
に
入
る
噂
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
郎
兵
衛
は
江
ノ
島
の
聖
天
に
七
日
参
籠
し
て
頼
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寛
の
勝
利
を
祈
り
、
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
聖
天
が
自
分
の
背
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ
は
吉
兆
で
あ
る
と
感
じ
た
市
郎

兵
衛
は
そ
の
ま
ま
聖
天
を
江
戸
に
伴
い
、
話
を
聞
い
た
頼
寛
も
感
心
し
て
屋
敷
に
こ
の
聖
天
を
祀
っ
た
と
い
う
。
頼
寛
の
訴
え
が
認
め
ら

れ
て
騒
動
が
落
着
す
る
と
、
市
郎
兵
衛
は
金
百
枚
と
い
っ
た
褒
美
を
貰
い
、
百
人
扶
持
を
与
え
る
と
い
う
話
す
ら
あ
っ
た
が
さ
す
が
に
こ

れ
は
断
り
、「
三
十
人
扶
持
被
下
、
御
子
孫
御
永
々
御
麁
略
ニ
被
成
間
敷
旨
、
御
自
筆
ノ
御
判
物
頂
戴
罷
在
候
由
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
扶
持
は
徐
々
に
減
ら
さ
れ
、
明
和（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
）の
頃
に
は
倹
約
を
名
目
に
無
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

頼
寛
公
の
約
束
と
は
違
っ
て
甚
だ
残
念
だ
と
葛
野
氏
が
野
村
利
右
衛
門
に
語
っ
た
と
す
る
。

　

多
分
に
伝
説
的
な
話
な
の
で
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）六
月
十
六
日
に
は
拝
借
金
の
御
礼
に
、

延
享
二
年（
一
七
四
五
）九
月
一
日
に
は
合
力
銀
前
借
の
御
礼
に
葛
野
市
郎
兵
衛（
五
世
知
定
）が
参
上
し
て
い
る
の
で（『
頼
峯
公
御
在
府
日

記
』）、
葛
野
氏
が
人
吉
藩
か
ら
金
銭
的
な
援
助
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
和
よ
り
も
後
の
江
戸
後
期
の
人
吉
藩
の
江
戸
日
記
に

も
葛
野
来
訪
の
記
事
は
見
ら
れ
る
の
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
葛
野
氏
は
人
吉
藩
と
の
関
わ
り
を
保
ち
続
け
た
ら
し
い
。

三　

江
戸
時
代
前
半
の
人
吉
藩
の
能
楽

〔
１　

江
戸
時
代
初
期
の
人
吉
藩
の
能
楽
〕

　

室
町
時
代
に
は
八
代
ま
で
支
配
地
を
拡
大
し
た
相
良
氏
だ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
人
吉
を
拠
点
と
す
る
二
万
二
千
石
の
大
名
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
が
始
ま
っ
て
十
年
足
ら
ず
の
慶
長
十
七
年（
一
六
一
二
）三
月
九
日
に
、
薩
摩
藩
初
代
藩
主
の
島
津
家
久
が
「
御
見
廻
」
の
た

め
に
人
吉
を
訪
れ
た
。『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
に
よ
る
と
、
か
つ
て
八
代
を
島
津
氏
に
奪
わ
れ
た
経
緯
な
ど
に
も
配
慮
し
た
の
か
、
主
従

二
百
人
で
あ
ま
り
仰
々
し
く
な
い
形
で
の
訪
問
だ
っ
た
ら
し
い
。
人
吉
藩
初
代
藩
主
の
頼
房（
長
毎
）が
応
接
し
、
御
馳
走
と
し
て
青
井
社
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（
青
井
阿
蘇
神
社
）で
能
が
行
わ
れ
た
。
宗
像
新
九
郎（
後
に
源
右
衛
門
）が
ま
だ
若
年
だ
っ
た
が
能
大
夫
と
し
て
出
演
し
、
頼
房
嫡
子
の
長

寿
丸（
二
代
藩
主
頼
寛
）も
十
三
歳
で
〈
三
輪
〉
を
舞
っ
て
家
久
を
喜
ば
せ
た
と
い
う
。
相
良
氏
の
中
に
も
能
を
稽
古
す
る
人
が
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
家
久
も
島
津
氏
能
大
夫
の
虎
屋
長
門
を
連
れ
て
来
て
い
る
の
で
、
長
門
も
能
を
演
じ
た
の
だ
ろ
う
。

　

江
戸
初
期
の
人
吉
藩
の
能
楽
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
と
言
え
ば
、
能
大
夫
宗
像
氏
が
喜
多
流
の
役
者
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う（
表
章

氏
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
に
指
摘
が
あ
る
）。
喜
多
流
は
金
剛
座
の
役
者
だ
っ
た
北
七
大
夫
長
能
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
後
援
に

よ
り
次
第
に
一
流
を
樹
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
寛
永
十
年（
一
六
三
三
）六
月
二
十
五
日
か
ら
五
日
間
、
江
戸
深
川
新
八
幡

建
立
の
た
め
喜
多
七
大
夫
が
行
っ
た
勧
進
能
の
番
組
が
般
若
窟
文
庫
蔵
『
江
戸
初
期
能
組
控
』
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、〈
翁
・
賀
茂
〉
七

大
夫
、〈
八
嶋
〉
太
郎
兵
衛
、〈
江
口
・
紅
葉
狩
〉
七
太
夫
、〈
吉
野
閑
〉
十
太
夫
に
続
き
、「
さ
が
ら
殿
の
太
夫
」
が
〈
鵺
〉
を
舞
っ
て
い

る
。
こ
の
「
さ
が
ら
殿
の
太
夫
」
は
人
吉
藩
能
大
夫
宗
像
氏
で
あ
り
、
島
津
家
久
人
吉
訪
問
の
際
に
能
を
舞
っ
た
源
右
衛
門
だ
ろ
う
。
慶

長
十
七
年
に
若
年
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
て
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
喜
多
七
大
夫
の

勧
進
能
に
出
演
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
宗
像
源
右
衛
門
も
喜
多
流
所
属
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
喜
多
流
の
樹
立
後
、
諸
藩
は
喜
多

流
の
役
者
を
召
し
抱
え
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
人
吉
藩
は
す
で
に
能
役
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
宗
像
氏
を
、
幕
府
の

意
向
に
沿
う
よ
う
喜
多
流
に
所
属
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
相
良
義
陽
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る
謡
本
が
下
掛
り
節
付
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
宗
像
氏
は
京
都
で
金
剛
流
な
ど
下
掛
り
の
役
者
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
喜
多
流
所
属
と
な
る
こ
と

が
さ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
人
吉
市
図
書
館
に
は
『
仕
舞
附
幷
衣
装
付
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
乾
・
坤
二
冊
で
乾
に
は
四
十
八
曲
、
坤
に
は
三
十
六
曲
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
坤
の
末
の
方
に
「
正
保
弐
年
二
月
吉
日　

相
良
主
殿
頭　

与
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
与
兵
衛
が
何
者
な
の

か
明
ら
か
で
な
く
、
内
容
を
十
分
に
精
査
で
き
て
い
な
い
の
で
喜
多
流
の
型
付
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
正
保
二
年（
一
六
四
五
）が
正
し
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い
と
す
る
と
、
喜
多
流
の
型
付
な
ら
ば
比
較
的
初
期
の
も
の
と
な
ろ
う
。

〔
２　

三
代
藩
主
相
良
頼
喬
と
能
楽
〕

　

熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
の
相
良
文
書
に
は
約
五
十
点
の
能
楽
関
係
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
型
付
が
多
く
、
ほ
か
に
は
番
組
や
能
舞
台

図
な
ど
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
一
枚
物
や
数
丁
の
仮
綴
冊
子
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
十
五
点
が
三
代
藩
主
相
良
頼
喬
時
代
の
も
の
で
、

十
一
点
が
十
二
代
藩
主
相
良
長
寛
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頼
喬
と
長
寛
の
時
代
が
人
吉
藩
の
能
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

ま
ず
相
良
頼
喬
と
能
楽
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
頼
喬
は
寛
永
十
八
年（
一
六
四
一
）に
二
代
藩
主
相
良
頼
寛
の
子
と
し
て
生

ま
れ
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）に
家
督
を
継
い
で
三
代
藩
主
と
な
っ
た
。
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）一
月
に
六
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。

徳
川
幕
府
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
代
に
藩
主
を
勤
め
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
綱
吉
の
能
楽
愛
好
に
合
わ
せ
て
諸
藩
が
能
楽
に
力
を
入
れ
た
た

め
、
頼
喬
時
代
に
人
吉
藩
で
も
能
楽
が
盛
ん
だ
っ
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。

　
『
南
藤
蔓
綿
録
』
は
頼
喬
が
亡
く
な
っ
た
記
事
で
、
頼
喬
が
諸
芸
に
熱
心
だ
っ
た
様
子
を
記
し
、
そ
の
中
で
能
楽
に
関
し
て
は
「
一
乱

舞
喜
多
七
太
夫
、
是
ハ
後
ニ
御
旗
本
ニ
召
出
サ
レ
中
将
丹
波
守
殿
ト
申
シ
候
、
其
後
ハ
松
平
伊
与
守
綱
政
ヘ
御
稽
古
、
又
ハ
小
島
清
右
衛

門
、
山
田
市
之
丞
、
同
市
十
郎
」
と
記
し
て
い
る
。
将
軍
綱
吉
は
自
身
も
能
を
舞
い
、
藩
主
に
も
江
戸
城
の
催
し
で
能
を
舞
う
よ
う
命
じ

て
い
る
の
で
、
藩
主
は
能
が
舞
え
る
く
ら
い
に
稽
古
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
頼
喬
も
能
の
稽
古
に
励
ん
で
お
り
、
人
吉
藩
は
喜
多
流

を
採
用
し
て
い
た
の
で
、
喜
多
流
三
世
の
喜
多
七
大
夫
宗
能
に
指
導
を
受
け
た
ら
し
い
。
宗
能
は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）に
綱
吉
に
よ
り

廊
下
番
に
召
し
出
さ
れ
て
中
条
加
兵
衛
直
景
と
改
名
し
て
い
る
。

　

小
島
清
右
衛
門
は
喜
多
流
の
関
係
者
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
不
明
で
あ
る
。
山
田
市
之
丞
は
甲
府
藩
お
抱
え
の
喜
多
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流
能
役
者
で
、
甲
府
藩
主
の
徳
川
家
宣
が
徳
川
幕
府
六
代
将
軍
と
な
っ
て
か
ら
は
御
部
屋
役
者
と
な
っ
た
。
喜
多
流
を
採
用
す
る
藩
の
催

し
に
出
演
し
た
り
、
指
導
に
当
た
っ
た
り
し
て
お
り
、
岡
山
藩
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
藩
の
記
録
に
名
が
み
え
る
。
市
十
郎
は
市
之
丞
の
息
子

で
、
父
と
と
も
に
諸
藩
の
能
に
関
与
し
て
い
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
「
松
平
伊
予
守
綱
政
へ
御
稽
古
」
と
あ
る
こ
と
で
、
岡
山
藩
の
藩
主
だ
っ
た
池
田
綱
政
に
も
指
導
を
受
け
た
と
言
う

の
で
あ
る
。
池
田
綱
政
が
能
楽
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
西
脇
藍
氏
『
岡
山
藩
主
池
田
綱
政
と
「
能
」』
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

綱
政
は
江
戸
の
藩
邸
で
頻
繁
に
能
の
催
し
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
他
藩
の
藩
主
を
招
請
し
て
催
し
を
見
物
さ
せ
て
い
る
。
自
藩
で
能

を
催
す
の
が
難
し
い
小
藩
の
藩
主
に
と
っ
て
、
岡
山
藩
邸
で
能
を
見
物
す
る
の
は
能
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
岡
山
藩

の
日
記
で
あ
る
『
池
田
家
日
次
記
』（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）に
よ
る
と
、
相
良
頼
喬
は
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）か
ら
元
禄
十
五
年
の

間
に
十
一
回
岡
山
藩
邸
で
能
を
見
物
し
て
お
り
、
元
禄
十
五
年
に
は
七
月
か
ら
九
月
の
四
か
月
間（
こ
の
年
は
閏
八
月
が
あ
る
）に
六
回
も

見
物
に
訪
れ
て
い
る
。『
池
田
家
日
次
記
』
を
見
る
と
頼
喬
は
能
の
催
し
の
時
以
外
に
も
し
ば
し
ば
岡
山
藩
邸
を
訪
れ
て
お
り
、
綱
政
と

能
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

能
の
催
し
を
見
物
す
る
だ
け
で
な
く
、
頼
喬
は
岡
山
藩
邸
で
能
を
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
。『
池
田
家
日
次
記
』
に
よ
る
と
元
禄
十
一
年

十
一
月
二
十
六
日
の
催
し
で
、
遠
江
守（
頼
喬
）が
〈
芭
蕉
〉
を
舞
っ
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
頼
喬
の
従
者
の
高
搗
三
左
衛
門
、
山
本
万
次

郎
、
宗
像
徳
左
衛
門
、
斉
藤
浄
知（『
歴
代
嗣
誠
獨
集
覧
』
に
よ
る
と
元
山
村
座
の
女
役
者
）も
御
能
拝
見
を
許
さ
れ
て
い
る
。
宗
像
徳
左

衛
門
は
相
良
家
能
大
夫
宗
像
の
者
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
能
大
夫
は
「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
や
分
限
帳
に
よ
る
と
宗
像
徳
兵
衛
な
の
で
、

記
録
に
誤
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
二
年
前
の
元
禄
九
年
十
二
月
十
六
日
に
は
岡
山
藩
邸
で
仕
舞
や
舞
囃
子
の
会
が
あ
り
、
綱

政
や
山
田
市
十
郎
に
混
じ
っ
て
頼
喬
も
〈
江
口
〉
の
仕
舞
を
舞
っ
て
い
る
。
元
禄
十
二
年
二
月
四
日
に
は
頼
喬
が
岡
山
藩
邸
を
訪
れ
て
舞

台
で
〈
井
筒
〉
の
稽
古
を
し
た
記
事
も
『
池
田
家
日
次
記
』
に
見
ら
れ
る
。
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岡
山
藩
邸
は
喜
多
流
を
採
用
す
る
藩
の
藩
主
に
と
っ
て
能
の
研
修
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
頼
喬
が
「
松
平
伊
予

守
綱
政
へ
御
稽
古
」
と
さ
れ
る
の
も
こ
う
し
た
様
子
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
相
良
文
書
の
型
付
に
は
「
元
禄

十
五
壬
午
七
月
廿
一
日
於
松
平
伊
豫
殿
宅
興
行
之
能
衣
装
附
」
と
し
て
〈
女
郎
花
・
楊
貴
妃
・
巻
絹
〉
の
衣
装
付
や
型
付
が
記
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
。『
池
田
家
日
次
記
』
に
よ
る
と
こ
の
日
の
催
し
は
頼
喬
も
見
物
し
て
お
り
、
岡
山
藩
お
抱
え
の
役
者
に
よ
っ
て
〈
女
郎
花
・

楊
貴
妃
・
野
守
・
花
月
・
巻
絹
〉
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
頼
喬
に
随
行
し
た
家
臣
が
こ
の
時
の
能
の
様
子
を
記
録
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
岡
山
藩
邸
で
能
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
し
て
な
の
か
、
頼
喬
は
綱
政
に
能
面
を
贈
っ
て
い
る
。
林
原
美
術
館
蔵

『
御
面
控
』
は
岡
山
池
田
家
が
所
蔵
す
る
能
面
を
書
き
記
し
て
お
り
、
正
徳
四
年（
一
七
一
四
）六
月
二
十
七
日
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

る（
二
〇
一
二
年
の
特
別
企
画
展
「
能
の
い
で
た
ち
」
に
て
展
示
さ
れ
た
）。
こ
の
『
御
面
控
』
の
殿
様
使
用
分
の
女
面
の
中
に
「
相
良
遠

江
守
殿
ゟ
元
禄
十
五
午
十
二
月
六
日
来　

一
同　

相
良　

古
元
休
作　

裏
ニ
栄
林
判
形
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る（「
同
」
は
小
面
の
こ
と
）。

『
池
田
家
日
次
記
』
の
当
日
の
条
に
は
「
一
、
相
良
遠
江
守
殿
ゟ
御
見
廻
、
倉
久
栄
方
迄
来
ル
、
焼
鮎　

一
箱
五
十　

煎
茶　

一
箱
」
と

い
う
記
事
は
あ
る
も
の
の
能
面
寄
贈
の
件
は
見
出
だ
せ
な
い
が
、
こ
の
時
に
同
時
に
寄
贈
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
頼
喬
か
ら
贈
ら
れ
た

「
相
良
」
と
い
う
銘
の
小
面
が
池
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
頼
喬
が
池
田
家
か
ら
能
に
関
し
て
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

〔
３　

相
良
頼
喬
関
係
の
能
楽
資
料
〕

　

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
相
良
文
書
の
能
楽
関
係
資
料
の
う
ち
相
良
頼
喬
時
代
の
資
料
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
頼
喬
時
代
と
思
わ
れ
る

三
十
五
点
に
は
、
型
付
・
番
組
・
囃
子
手
付
・
舞
台
図
な
ど
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
型
付
で
十
九
点
に
の
ぼ
る
。

文
書
に
よ
っ
て
内
容
に
精
粗
が
あ
る
も
の
の
、
曲
名
を
挙
げ
る
と
〈
蟻
通
・
鵜
飼
・
老
松
・
鸚
鵡
小
町
・
小
原
御
幸
・
通
小
町
・
住
吉
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詣
・
誓
願
寺
・
高
砂
・
唐
船
・
木
賊
・
半
蔀
・
芭
蕉
・
檜
垣
・
雲
雀
山
・
氷
室
・
巻
絹
・
松
風
・
三
井
寺
・
楊
貴
妃
〉
の
二
十
曲
で
あ
る
。

中
に
は
「
四
八
山
市
之
丞
伝
之
」
や
「
四
月
十
四
日
山
市
十
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
山
田
市
之
丞
・
市
十
郎
親
子
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
稽
古
済
曲
目
録
」
は
文
書
の
冒
頭
に
「
元
禄
九
十
在
府
中
稽
古
済
」
と
あ
る
も
の
で
、

〈
高
砂
・
弓
八
幡
・
難
波
・
老
松
・
檜
垣
・
あ
ふ
む
小
町
・
御
幸
・
藤
渡
・
木
賊
・
絃
上
・
住
吉
詣
・
枕
慈
童
・
夕
顔
・
蟻
通
・
通
小

町
・
誓
願
寺
〉
の
十
六
の
曲
名
が
並
ん
で
い
る
。
型
付
と
重
な
る
曲
が
十
曲
あ
り
、
型
付
も
目
録
も
頼
喬
が
参
勤
交
代
で
江
戸
に
滞
在
し

て
い
る
際
に
稽
古
し
た
曲
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
元
禄
八
年
か
ら
十
三
年
番
組
」
は
二
十
四
回
分
の
番
組
で
、
五
番
か
ら
十
番
の
曲
名
や
演
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
人
吉
藩
邸

で
の
催
し
ら
し
い
。
番
数
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
舞
囃
子
か
も
し
れ
な
い
。「
本
舞
台
」
と
注
記
の
あ
る
日
も
見
ら
れ
る
の
で
、
人
吉

藩
邸
に
能
舞
台
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
演
じ
た
の
は
分
限
帳
か
ら
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）四
月
に
人
吉
藩
能
大
夫
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
宗
像
徳
兵
衛
や
家
臣
と
思
わ
れ
る
者
た
ち
で
あ
る
。

　
「
於
江
戸
能
道
具
調
之
留
書
」
も
相
良
家
の
能
楽
の
様
子
を
知
る
の
に
役
立
つ
資
料
で
あ
る
。
文
書
の
冒
頭
に
「
元
禄
九
十
両
年
於
江

戸
能
道
具
調
之
留
書
」
と
あ
り
、
面
・
装
束
・
小
道
具
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
能
面
は
小
面
・
般
若
・
老
女
・
曲
見
・
三
光
尉（
以
上

元
休
作
）、
小
天
神（
友
閑
作
）、
小
面（
洞
白
作
）の
七
面
、
装
束
は
唐
織
や
熨
斗
目
な
ど
二
十
一
点
、
そ
の
ほ
か
水
桶
、
邯
鄲
の
枕
、
花

帽
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
装
束
の
中
に
は
四
月
に
誂
え
た
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
相
良
氏
が
能
を
演
じ
る
の
に
必
要
な
面
・

装
束
・
道
具
類
の
収
集
に
励
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

　
『
南
藤
蔓
綿
録
』
の
頼
喬
逝
去
の
記
事
に
は
「
其
外
御
能
数
寄
ニ
テ
江
戸
ニ
於
テ
常
ニ
御
下
屋
敷
ニ
テ
御
慰
ノ
御
能
有
、
又
御
在
国
ノ

時
ハ
大
形
月
並
御
興
行
遊
バ
サ
レ
候
、
尤
毎
年
正
月
初
御
能
ハ
長
毎
公
御
代
ヨ
リ
御
旧
例
ノ
御
能
ナ
リ
、
惣
シ
テ
正
月
初
ノ
御
能
ノ
時
諸

士
僧
俗
今
ニ
御
料
理
下
サ
レ
候
事
ハ
寛
文
年
中
頼
喬
公
御
代
ヨ
リ
始
リ
申
候
」
と
あ
る
。
将
軍
綱
吉
・
家
宣
と
続
く
幕
府
の
能
楽
愛
好
の
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甚
だ
し
い
時
期
に
藩
主
だ
っ
た
頼
喬
だ
け
に
、
能
楽
に
力
を
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
小
藩
な
が
ら
も
岡
山
藩
の
力
も
借

り
な
が
ら
人
吉
藩
が
能
楽
に
励
ん
だ
様
子
が
様
々
な
資
料
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
来
る
。

〔
４　

人
吉
藩
の
狂
言
〕

　

人
吉
藩
の
狂
言
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
人
吉
藩
の
能
は
能
大
夫
宗
像
氏
が
担
っ
て
い
た
が
、
狂
言
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
か

明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
人
吉
市
図
書
館
蔵
『
熊
風
土
記
』
所
収
の
「
貞
享
三
丙
寅
仲
春
改
役
料
扶
持
」
に
は
、「
壱
人
扶
持　

西

三
郎
兵
衛　

元
禄
四
未
十
一
月
十
三
日
狂
言
相
勤
候
ニ
付
而
申
付
之
」
と
「
壱
人
扶
持　

奈
須
庄
右
衛
門　

元
禄
六
酉
十
一
月
六
日
狂
言

相
勤
候
付
テ
申
付
之
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
貞
享
三
年（
一
六
八
六
）の
分
限
帳
で
は
あ
る
も
の
の
元
禄
以
後
の
記
事
も
混
在
し
て
い

る
ら
し
い
が
、
頼
喬
時
代
に
狂
言
の
役
者
が
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
が
わ
か
る
。
西
姓
や
那
須
姓
は
人
吉
藩
の
分
限
帳
に
何
人
も
名
が
見
え

る
の
で
、
藩
士
の
子
息
の
中
で
狂
言
を
身
に
付
け
た
者
に
扶
持
を
与
え
る
形
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
の
頼
喬

逝
去
の
記
事
に
は
頼
喬
が
様
々
な
能
力
を
持
つ
者
を
召
し
抱
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
田
宮
庄
左
衛
門
が
登
場
す
る
。

　
　

�

一
、
是
者
京
都
素
生
ニ
而
町
人
冨
倉
弥
吉
下
人
也
、
大
蔵
流
狂
言
仕
者
故
、
元
禄
十
年
弥
吉
当
郡
ヘ
杣
山
之
時
分
御
家
中
之
衆
見
物
、

其
後
頼
喬
公
達
上
聞
為
狂
言
役
料
給
人
扶
持
被
下
、
御
徒
歩
並
ニ
而
当
郡
居
住
被
仰
付
候
也
、
初
軍
四
郎
と
云
。

　

京
都
の
冨
倉
弥
吉
の
下
人
だ
っ
た
田
宮
庄
左
衛
門
が
杣
山
の
際
に
人
吉
を
訪
れ
、
人
吉
藩
の
家
臣
の
前
で
狂
言
を
演
じ
た
こ
と
が
頼
喬

の
耳
に
入
り
、
狂
言
役
者
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
人
吉
藩
の
狂
言
は
大
蔵
流
だ
っ
た
ら
し
い
。
人
吉
市
図
書

館
に
は
『
狂
言
八
番
』
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
本（
題
簽
剥
落
）が
あ
り
、〈
瓜
盗
人
・
子
盗
人
・
連
歌
盗
人
・
盆
山
・
茶
壷
・
長
光
・
磁

石
・
三
人
片
輪
〉
の
詞
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
が
な
い
た
め
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
本
の
地（
底
部
）に
「
集
狂
言
」
と
あ
る
の
で
、

も
っ
と
何
冊
も
あ
る
狂
言
台
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
狂
言
の
番
組
は
あ
ま
り
遺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
し
い
活
動
は
不
明
だ
が
、
人
吉
藩
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が
狂
言
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

四　

江
戸
時
代
後
半
の
人
吉
藩
の
能
楽

〔
１　

十
二
代
藩
主
相
良
長
寛
と
能
楽
〕

　

三
代
藩
主
相
良
頼
喬
が
逝
去
す
る
と
、
頼
喬
の
子
の
頼
福
が
四
代
藩
主
と
な
っ
た
。
頼
福
の
時
代
に
も
正
月
の
能
や
祝
儀
能
、
法
事
の

際
の
能
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
頼
福
の
後
は
五
代
長
興（
頼
福
子
）、
六
代
長
在（
長
興
弟
）、
七
代
頼
峯（
長
在
子
）と
藩
主
は
相
続
さ
れ
、

頼
峯
が
宝
暦
八
年（
一
七
五
八
）に
嗣
子
の
な
い
ま
ま
二
十
六
歳
で
没
す
る
と
、
弟
の
頼
央
が
養
子
と
し
て
八
代
藩
主
と
な
っ
た
。
そ
の
頼

央
が
翌
年
に
急
死
し
て
し
ま
い
、
そ
こ
か
ら
九
代
晃
長
、
十
代
頼
完
、
十
一
代
福
将
と
他
家
か
ら
の
養
子
が
藩
主
を
継
ぐ
も
の
の
早
世
し

て
し
ま
う
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
人
吉
藩
の
苦
悩
に
つ
い
て
は
大
森
映
子
氏
『
お
家
相
続　

大
名
家
の
苦
闘
』
に
詳
し
い
。

　

福
将
の
後
を
継
い
で
明
和
六
年（
一
七
六
九
）に
十
二
代
藩
主
と
な
っ
た
相
良
長
寛
も
岡
山
藩
池
田
家
か
ら
の
養
子
だ
っ
た
。
長
寛
は
岡

山
藩
四
代
藩
主
池
田
宗
政
の
次
男
で
、
幼
名
は
護
之
進
、
初
名
は
政
長
で
、
長
泰
、
長
寛
と
改
名
し
て
い
る（
以
下
の
記
述
で
は
資
料
名

を
除
き
成
人
後
の
名
前
は
長
寛
に
統
一
す
る
）。
前
章
で
見
た
よ
う
に
岡
山
藩
池
田
家
は
能
に
熱
心
で
あ
り
、
長
寛
も
少
年
時
代
か
ら
能

に
触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
池
田
家
日
次
記
』
に
よ
る
と
、
明
和
元
年
一
月
三
日
の
謡
初
・
仕
舞
初
や
十
一
月
十
五
日

の
小
書
院
で
の
囃
子
を
護
之
進
が
見
物
し
て
お
り
、
明
和
四
年
一
月
十
九
日
の
小
書
院
で
の
囃
子
で
は
護
之
進
も
舞
っ
て
い
る
。
岡
山
時

代
か
ら
能
に
親
し
ん
で
い
た
長
寛
だ
け
に
、
人
吉
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
も
能
に
熱
心
だ
っ
た
。
長
寛
は
明
和
七
年
に
壱
岐
守
に
叙
任
さ
れ

た
が
、『
池
田
家
日
次
記
』
に
は
明
和
八
年
三
月
二
十
六
日
や
明
和
九
年
十
月
十
八
日
に
壱
岐
守
が
江
戸
の
岡
山
藩
邸
を
訪
れ
て
仕
舞
や

舞
囃
子
を
舞
っ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
明
和
九
年
十
二
月
一
日
に
は
岡
山
藩
邸
で
壱
岐
守
家
来
が
狂
言
を
演
じ
て
い
る
。
頼
喬
の
よ
う
に

江
戸
滞
在
中
は
岡
山
藩
邸
に
出
か
け
て
能
の
鑑
賞
や
稽
古
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
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人
吉
藩
の
日
記
は
長
寛
在
任
期
間
三
十
三
年
の
う
ち
十
八
年
分
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
う
ち
八
年
分
は
『
御
留
守
日
記
』（
藩
主

が
人
吉
に
帰
国
し
て
い
て
江
戸
不
在
時
の
江
戸
藩
邸
の
記
録
）な
の
で
、
年
始
な
ど
に
能
役
者
が
藩
邸
に
挨
拶
に
来
た
記
事
が
見
ら
れ
る

程
度
で
あ
る
。
明
和
九
年（
一
七
七
二
）か
ら
安
永
四
年（
一
七
七
五
）、
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）か
ら
九
年
、
寛
政
十
二
・
十
三
年
と
い
う

十
年
分
の
『
長
泰
公
御
在
府
日
記
』
お
よ
び
『
長
寛
公
御
在
府
日
記
』
か
ら
、
長
寛
時
代
の
江
戸
で
の
能
楽
に
関
す
る
記
事
を
挙
げ
て
お

く
。

　
　

①
安
永
二
年（
一
七
七
三
）　

正
月
三
日　

謡
初
あ
り
。

　
　

②�

安
永
三
年（
一
七
七
四
）　

十
二
月
十
一
日　

移
徙
の
御
祝
い
に
御
手
役
者
に
よ
る
御
囃
子
・
狂
言
あ
り
。〈
高
砂
〉
甚
四
郎
、〈
羽

衣
〉
縁
平
、〈
芦
刈
〉
源
右
衛
門
、〈
龍
田
〉
源
右
衛
門
、〈
猩
々
〉
甚
四
郎
、
狂
言
〈
末
広
か
り
〉
庄
兵
衛
、〈
連
歌
盗
人
〉
権
七
、

〈
福
の
神
〉
庄
兵
衛

　
　

③�

安
永
四
年（
一
七
七
五
）　

二
月
十
一
日　

亀
井
能
登
守
・
秋
月
山
城
守
・
木
下
縫
殿
介
の
御
成
。
御
手
役
者
下
石
源
之
丞
が
狂
言

を
演
じ
る
。

　
　

④
同
年
三
月
八
日　

舞
台
に
て
御
囃
子
あ
り
。
長
寛
も
〈
三
輪
〉
を
舞
う
。

　
　

⑤
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）　

十
一
月
十
九
日　

喜
多
七
大
夫
参
上
。
山
王
御
神
能
出
勤
に
つ
き
銀
子
を
下
さ
る
。

　
　

⑥
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）　

正
月
二
十
七
日　

若
殿
様
、
喜
多
七
大
夫
方
で
能
を
見
物
す
る
。

　
　

⑦
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）　

正
月
三
日　

謡
初
あ
り
。

　
　

⑧
寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）　

十
一
月
十
八
日　

舞
台
に
て
御
囃
子
あ
り
。

　

さ
ほ
ど
多
く
の
記
事
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
安
永
三
年
の
移
徙
祝
い
の
催
し
は
演
目
や
役
者
ま
で
記
さ
れ
て
い
て
具
体
的
で

あ
る
。
移
徙
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
和
九
年（
一
七
七
二
）四
月
に
参
勤
交
代
で
江
戸
に
到
着
し
た
長
寛
が
、
上
屋
敷（
愛
宕
下
藪
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小
路
）類
焼
の
た
め
赤
坂
御
屋
敷（
下
屋
敷
。
赤
坂
田
町
西
角
）に
入
っ
た
と
す
る
記
事
が
『
長
泰
公
御
在
府
日
記
』
に
見
え
る
の
で
、
火

事
で
焼
失
し
た
上
屋
敷
が
再
建
さ
れ
た
祝
い
か
も
し
れ
な
い
。
囃
子
に
出
演
し
た
甚
四
郎
は
宗
像
甚
四
郎
ら
し
く
、
当
時
の
人
吉
藩
能
大

夫
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
寛
政
六
年
十
一
月
に
喜
多
七
大
夫（
九
世
古
能
）に
銀
子
を
与
え
た
記
事
が
あ
る
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

蔵
『
ふ
れ
な
が
し
御
能
組
』
に
よ
る
と
、
十
一
月
十
一
日
に
観
世
が
日
枝
山
王
社
で
法
楽
能
を
行
い
、
十
三
日
に
金
春
・
宝
生
・
金
剛
・

喜
多
が
同
じ
く
法
楽
能
を
行
っ
て
い
る
。
十
三
日
は
〈
翁
〉
と
脇
能
四
番
と
い
う
演
目
で
、
喜
多
七
大
夫
は
〈
難
波
〉
を
舞
っ
た
。
終
了

後
に
相
良
氏
に
挨
拶
に
来
て
銀
子
を
頂
戴
し
て
い
る
か
ら
、
相
良
氏
と
喜
多
流
と
の
繋
が
り
の
強
さ
が
窺
え
る
。

〔
２　

相
良
長
寛
関
係
の
能
楽
資
料
〕

　

長
寛
の
能
楽
へ
の
取
り
組
み
を
示
す
資
料
と
し
て
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
相
良
文
書
の
能
楽
関
係
資
料
が
あ
る
。
能
楽
関
係
資
料
の
う

ち
相
良
長
寛
時
代
と
思
わ
れ
る
も
の
は
次
の
十
一
点
で
あ
る（
書
名
は
熊
本
県
立
図
書
館
の
登
録
名
、
括
弧
内
の
数
字
は
資
料
番
号
）。

　
　

①�

『
江
口　

嶋
屋
吉
兵
衛
伝　

天
明
二
年
』（
345
）　

表
紙
に
「
天
明
二
年　

江
口　

嶋
屋
吉
兵
衛
伝
」（
曲
名
以
外
は
朱
筆
）と
あ
る
。

江
口
の
仕
舞
の
型
付
。

　
　

②�

『
葵
上
・
江
口
・
芭
蕉
・
高
砂
・
井
津
々
・
阿
こ
木
』（
346
）　

年
記
な
ど
な
し
。
表
紙
に
は
六
曲
の
曲
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
が

〈
忠
度
〉
の
記
事
も
あ
る
。
各
曲
の
記
事
が
ば
ら
ば
ら
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

③�

『
葵
上
・
高
砂
・
阿
漕
・
井
筒　

嶋
屋
吉
兵
衛
伝
』（
347
）　

年
記
な
し
。
表
紙
に
「
嶋
屋
吉
兵
衛
ノ
伝
」
と
あ
る
。
一
曲
ず
つ
順

番
に
能
の
型
付
を
記
す
。

　
　

④�

『
梅
枝
・
竜
田
・
融　

嶋
屋
吉
兵
衛
伝　

相
良
長
寛
時
代
』（
350
）　

年
記
な
し
。
表
紙
に
「
梅
枝　

龍
田　

融　

右
嶋
屋
形
」
と

あ
る
。
舞
囃
子
の
型
付
。
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⑤�

『
阿
漕　

嶋
屋
伝
仕
舞
付　
［
相
良
長
寛
時
代
］』（
351
）　

年
記
な
し
。
表
紙
中
央
上
部
に
「
阿
漕
」
と
記
す
。
か
な
り
詳
し
い
能

の
型
付
。

　
　

⑥�
『
松
風　

嶋
屋
伝
仕
舞
付　
［
相
良
長
寛
時
代
］』（
352
）　

年
記
な
し
。
一
つ
書
形
式
の
簡
単
な
能
の
型
付
。

　
　

⑦�

『
春
日
龍
神　

嶋
屋
伝
仕
舞
付　
［
相
良
長
寛
時
代
］』（
353
）　

年
記
な
し
。
表
紙
左
下
に
「
松
田
又
八
伝
」
と
記
す
。
後
場
の
能

の
型
付
。

　
　

⑧�

『
狂
言
名
寄　

嶋
屋
伝
仕
舞
付　
［
相
良
長
寛
時
代
］』（
354
）　

年
記
な
ど
成
立
を
示
す
記
事
な
し
。
脇
狂
言
三
十
二
番
、
二
番
目

狂
言
十
六
番
、
雑
狂
言
百
十
二
番
の
曲
名
を
記
す
。
末
部
に
「
合
狂
言
百
六
拾
番
、
外
ニ
松
楪
、
さ
ひ
ほ
ふ
、
右
二
番
脇
狂
言
ニ

仕
候
、
茫
々
頭
、
樋
の
酒
、
花
盗
人
」
と
あ
る
。

　
　

⑨�

『
嶋
屋
申
上
候
御
形
附　

寛
政
十
年
戊
午
八
月
十
五
日
よ
り
』（
764
）　
〈
江
口
・
百
万
・
杜
若
・
百
万
・
楊
貴
妃
・
百
万
・
班
女
・

楊
貴
妃
・
杜
若
・
楊
貴
妃
・
鞍
馬
天
狗
・
八
嶋
・
山
姥
〉
の
型
付
。
同
じ
曲
が
何
度
も
登
場
す
る
。

　
　

⑩�

『
邯
鄲　

嶋
屋
申
上
候
御
書
附　

寛
政
十
年
八
月
五
日
ヨ
リ
』（
765
）　

冒
頭
に
「
邯
鄲　

寛
政
十
戊
午
年
八
月
五
日
ヨ
リ
嶋
屋
申

上
候
御
形
附
」
と
あ
る
。〈
邯
鄲
・
楊
貴
妃
・
班
女
・
百
万
・
忠
度
・
山
姥
〉
の
型
付
。
曲
に
よ
り
長
短
が
あ
る
。

　
　

⑪�

『〔
嶋
屋
伝
謡
本
雑
類
〕　

年
代
未
詳
』（
1956
）「
笛
唱
歌
」、「
山
姥
カ
ケ
リ
」（
寛
政
十
戊
午
之
年
八
月
五
日
ゟ
嶋
屋
申
上
候
形
」
と

あ
る
）、「
氷
室
型
付
」
の
三
種
が
一
括
さ
れ
て
い
る
。

　

年
記
や
誰
が
伝
授
し
た
も
の
か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
嶋
屋
吉
兵
衛
が
伝
授
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
『
能
役
者
記
録
』
や
表
章
氏
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
に
よ
る
と
、
嶋
屋
吉
兵
衛
家
は
水
戸
藩
お
抱
え
の
能

役
者
で
、
初
代
義
一
は
金
春
流
、
二
代
義
住
は
喜
多
流
、
三
代
義
英
・
四
代
義
辰
は
金
春
流
、
五
代
義
忠
は
喜
多
流
、
六
代
義
之
は
金
春

流
、
七
代
光
貫
は
喜
多
流
と
い
う
よ
う
に
藩
主
の
意
向
に
よ
り
複
雑
な
経
緯
を
辿
っ
た
家
で
あ
る
。
相
良
長
寛
時
代
の
嶋
屋
吉
兵
衛
は
七
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代
光
貫
で
あ
る
。
五
代
義
忠
が
嶋
屋
を
継
い
だ
時
は
四
歳
だ
っ
た
た
め
、
喜
多
流
の
松
田
又
八
忠
之（
松
田
家
初
代
）が
嶋
屋
の
後
見
役
と

な
っ
た
。
義
忠
は
葛
野
市
郎
兵
衛
三
男
の
義
之
を
養
子
と
し
た
が
六
代
義
之
は
金
春
流
と
な
り
、
そ
の
後
葛
野
に
戻
っ
た
た
め
、
嶋
屋
の

後
継
ぎ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）に
松
田
家
三
代
光
貫
が
嶋
屋
を
継
い
で
、
松
田
氏
は
光
貫
弟
の
光

寿
が
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
田
氏
は
喜
多
流
だ
っ
た
の
で
、
嶋
屋
吉
兵
衛
家
七
代
と
な
っ
た
光
貫
は
喜
多
流
の
役
者
と
し
て
活
動

し
た
が
、
八
代
光
周
か
ら
は
ま
た
金
春
流
に
戻
っ
て
い
る
。

　
『
池
田
家
日
次
記
』
の
明
和
元
年（
一
七
六
四
）の
記
事
を
見
る
と
、
松
田
又
之
丞（
松
田
家
二
代
光
政
）・
松
田
又
八（
光
貫
）父
子
が
岡

山
藩
邸
に
お
い
て
仕
舞
の
稽
古
を
行
っ
て
お
り
、
相
良
家
の
養
子
と
な
る
前
の
護
之
進（
長
寛
）も
松
田
父
子
と
は
顔
な
じ
み
だ
っ
た
と
思

わ
れ
、
相
良
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
も
嶋
屋
吉
兵
衛
光
貫（
松
田
又
八
）の
指
導
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
資
料
番
号
346
の
型
付
に
は
「
一

御
開
ニ
御
腰
左
ニ
不
出
様
」
と
い
っ
た
細
か
な
注
意
も
書
か
れ
て
お
り
、
長
寛
が
吉
兵
衛
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
て
い
た
様
子
が
想
像

で
き
る
。

〔
３　

長
寛
以
後
の
人
吉
藩
の
能
楽
〕

　

人
吉
藩
の
藩
主
は
、
十
二
代
長
寛
の
後
、
十
三
代
頼
徳
、
十
四
代
頼
之
、
十
五
代
長
福
、
十
六
代
頼
基
と
続
い
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。

こ
の
頃
に
は
藩
の
財
政
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
長
福
が
藩
主
だ
っ
た
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）二
月
に
は
、
家
老
田
代
善
右
衛
門
正
典

の
財
政
改
革
に
端
を
発
し
た
農
民
暴
動（
茸
山
騒
動
）が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
能
に
熱
中
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
ろ
う
が
、
相
良
家
の
能
楽
愛
好
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

天
保
三
年
七
月
二
十
九
日
に
頼
之
の
長
子
の
武
之
進（
後
の
長
福
）が
正
式
に
嫡
子
と
定
め
ら
れ
、
八
月
二
十
七
日
に
藩
邸
で
祝
賀
の
催

し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
囃
子
と
狂
言
が
あ
り
、
そ
の
明
細
番
組
が
『
頼
之
公
御
在
府
日
記
』
同
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
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る
と
、
囃
子
〈
高
砂
〉
御（
頼
之
）、
狂
言
〈
末
広
か
り
〉
幾
七
、
囃
子
〈
八
嶋
〉
若
御（
武
之
進
）、
囃
子
〈
羽
衣
〉
楨
左
衛
門
、
狂
言

〈
富
士
松
〉
六
助
、
囃
子
〈
唐
舩
〉
大
御（
頼
徳
）、
狂
言
〈
成
上
り
〉
孝
太
郎
、
囃
子
〈
岩
舩
〉
清
一
郎
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
親
子
孫

三
代
が
共
演
し
て
武
之
進
を
祝
う
め
で
た
い
番
組
で
あ
り
、
頼
徳
五
十
九
歳
、
頼
之
三
十
五
歳
、
武
之
進
九
歳
で
、
藩
主
が
幼
少
の
頃
か

ら
謡
や
舞
を
習
い
続
け
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。『
頼
之
公
御
在
府
日
記
』
同
年
九
月
二
十
七
日
条
に
は
「
於
下
座
敷
御
囃
子
有
之
」、
翌

年
三
月
七
日
条
に
は
「
大
殿
様
被
為
入
御
囃
子
有
之
候
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
、
頼
徳
や
頼
之
が
囃
子
を
楽
し
む
機
会
が
時
々

は
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
天
保
七
年
九
月
十
五
日
条
に
「
喜
多
六
平
太
御
能
御
稽
古
と
し
て
参
上
候
、
御
料
理
等
被
下
候
由
ニ
候
事
」
と

あ
る
の
で
、
喜
多
流
の
家
元
に
稽
古
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

正
月
三
日
の
藩
邸
で
の
謡
初
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
日
記
が
断
片
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
全
貌
は
把
握
で
き
な
い
が
、
天
保
四

年
に
は
内
田
楨
左
衛
門
・
高
橋
三
左
衛
門
・
万
江
介
助
、
天
保
八
年
に
は
豊
永
段
内
・
万
江
又
四
郎
・
田
宮
寅
五
郎
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）に
は
永
井
儀
助
・
豊
永
銀
次
郎
・
赤
坂
円
七
が
担
当
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
家
臣
と
思
わ
れ
、
内
田
楨
左
衛
門
は
『
熊
風
土

記
』
所
収
の
天
保
元
年
分
限
帳
に
よ
る
と
百
五
十
石
取
り
の
上
士
で
、
前
述
の
祝
賀
の
催
し
で
も
〈
羽
衣
〉
の
囃
子
を
舞
っ
て
い
る
の
で
、

謡
や
舞
に
堪
能
な
人
物
だ
っ
た
ら
し
い
。
天
保
八
年
の
豊
永
段
内（
団
内
）は
同
分
限
帳
に
よ
る
と
三
十
石
取
り
で
、
人
吉
市
図
書
館
蔵

『
熊
風
土
記
』
巻
四
の
六
代
藩
主
長
在
時
代
の
記
事
に
、
先
祖
が
禄
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時（
享
保
頃
）の
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　

一
菊
池
忠
平
、
鎗
術
古
今
ノ
名
人
也
、
江
戸
表
其
外
諸
国
ニ
仕
合
シ
テ
勝
者
ナ
シ
、
鉄
心
流
ノ
達
人

　
　

一
豊
永
団
内
、
乱
舞
ノ
達
人
也

　
　
　

�

右
両
人
御
用
召
ニ
テ
、
何
レ
モ
高
三
拾
石
宛
被
下
置
候
旨
御
達
ノ
時
、
御
用
場
御
勝
手
ニ
テ
忠
平
不
服
ニ
テ
申
候
ニ
ハ
、
団
内
殿

ハ
扇
子
一
本
ニ
テ
三
拾
石
被
下
、
我
々
儀
ハ
御
馬
ノ
先
ニ
テ
御
奉
公
可
仕
積
リ
ニ
テ
数
年
修
行
致
シ
候
間
、
団
内
ニ
三
拾
石
被
下
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候
上
ハ
、
我
々
ニ
ハ
六
十
石
ニ
テ
モ
被
下
可
然
ト
存
候
ト
次
ノ
間
ニ
テ
被
申
候
由
、
右
ニ
付
忠
平
儀
老
神
馬
場
犬
童
氏
ニ
御
預
ケ

直
ニ
切
腹
被
仰
付
候

　

と
も
に
三
十
石
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
菊
池
忠
平
と
豊
永
団
内
だ
っ
た
が
、
団
内
と
同
じ
待
遇
に
不
満
を
洩
ら
し
た
忠
平
は
切
腹

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
相
良
家
の
家
臣
に
は
豊
永
姓
が
何
人
か
見
ら
れ
る
の
で
、
団
内
は
他
所
か
ら
来
た
わ
け
で
は
な
く
、
謡
や
舞
の
実

力
が
評
価
さ
れ
て
新
た
に
禄
を
貰
う
身
と
な
っ
た
ら
し
い
。「
扇
子
一
本
」
と
は
言
う
も
の
の
、
か
な
り
の
稽
古
を
積
み
重
ね
た
成
果

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
後
、
豊
永
団
内
家
は
能
と
関
わ
る
立
場
で
あ
り
続
け
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）に
宗
像
甚
四
郎
が
没
し
て
宗
像

氏
が
断
絶
し
そ
う
に
な
っ
た
時
も
、
豊
永
団
内
が
家
番
と
な
っ
て
い
る（「
西
藍
田
宗
像
系
図
」）。

　

こ
の
頃
の
宗
像
氏
は
謡
初
の
担
当
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
天
保
三
年
の
祝
賀
の
催
し
に
も
出
演
し
て
い
な
い
。
江
戸
に
来
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）四
月
十
九
日
、
藩
主
長
福
は
登
城
し

て
人
吉
へ
の
暇
を
頂
戴
し
た
が
、
こ
の
日
に
宗
像
富
五
郎
は
「
大
殿
様
方
居
付
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
長
福
の
祖
父
に
あ
た
る
大
殿
様

す
な
わ
ち
頼
徳
は
こ
の
年
七
十
四
歳
で
、
江
戸
で
暮
ら
し
て
い
た
。
富
五
郎
は
頼
徳
の
徒
然
を
謡
や
舞
で
慰
め
る
た
め
、
し
ば
ら
く
江
戸

に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

人
吉
で
も
能
の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
た
。
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
相
良
家
史
料
』
第
二
十
巻
所
収
「
田
代
政
鬴
御
家
老
文
書
」
に
は
、

安
政
四
年（
一
八
五
七
）三
月
二
十
日
に
宗
像
富
五
郎
か
ら
藩
主
帰
城
の
際
の
御
前
囃
子
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
初
帰
城
の
時
だ

け
で
な
く
帰
城
ご
と
に
御
前
囃
子
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
閏
五
月
十
七
日
に
は
十
石
取
り
以
上
の
家
臣
か
ら
御
入

部
御
祝
儀
能
の
願
い
出
が
あ
り
、
翌
年
一
月
中
旬
に
行
う
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）十
月
晦
日
に
は
宗
像

富
五
郎
宅
で
稽
古
能
と
稽
古
狂
言
が
行
わ
れ
、
長
福
や
家
老
た
ち
が
見
物
に
訪
れ
て
い
る（『
長
福
公
御
在
城
日
記
』）。
こ
の
よ
う
に
、
江

戸
末
期
に
至
る
ま
で
人
吉
藩
の
能
楽
愛
好
は
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

文
久
二
年（
一
八
六
二
）二
月
七
日
の
正
午
頃
、
人
吉
鍛
冶
屋
町
の
恒
松
寅
助
方
か
ら
出
火
し
、
折
か
ら
の
強
風
に
よ
っ
て
瞬
く
間
に
燃

え
広
が
り
、
人
吉
城
下
の
広
範
囲
が
消
失
し
た（『
人
吉
市
史
』
第
一
巻
第
16
章
に
詳
し
い
）。
寅
助
火
事
と
呼
ば
れ
る
こ
の
火
災
は
城
内

に
も
被
害
を
も
た
ら
し
、
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
「
相
良
家
史
料
」
の
「
焼
失
調
書
」
に
よ
る
と
能
舞
台
も
焼
失
し
て
い
る
。
明
治
維
新

に
向
か
っ
て
急
速
に
世
の
中
が
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
状
況
下
、
能
大
夫
宗
像
富
五
郎
の
役
者
と
し
て
の
活
躍
の
場
は
減
少
し
て
い
っ
た
だ

ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
富
五
郎
が
亡
く
な
る
と
養
子
の
享
蔵
が
宗
像
氏
を
継
い
だ
が
、
享
蔵
が
役
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
ろ
う
。『
人
吉
市
史
』
第
二
巻
に
よ
る
と
、
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）に
官
軍
に
参
加
す
る
た
め
上
京
し
た
人
吉
藩
家
臣
の

中
に
宗
像
享
蔵
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
は
旧
藩
士
の
多
く
が
西
郷
軍
に
属
し
て
官
軍
と
戦
っ
て
敗
れ
た
が
、
裁

判
で
宗
像
享
蔵
は
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
「
其
方
共
儀
、
兵
器
ヲ
携
ヘ
官
兵
ニ
抵
抗
ス
ル
科
ニ
依
リ
懲
役
三
年
ニ
可
申
付
処
脅
迫
ニ
出
ル

ヲ
以
テ
情
状
ヲ
酌
量
シ
其
ノ
罪
ヲ
免
ズ
」
と
の
判
決
を
受
け
て
い
る
。「
西
藍
田
宗
像
系
図
」
の
享
蔵
の
と
こ
ろ
に
は
「
明
治
十
一
年
公

債
証
書
御
下
渡
ニ
相
成
、
十
一
月
ヨ
リ
御
買
揚
ニ
相
成
、
五
拾
石
ノ
公
債
御
買
上
ケ
ヲ
願
一
時
ニ
遣
捨
、
極
難
渋
シ
テ
家
財
田
畑
家
屋
数

売
払
、
其
後
流
浪
シ
テ
十
九
年
病
死
ス
故
跡
相
続
ノ
者
無
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
政
府
は
士
族
の
家
禄
廃
止
に
伴
い
金
禄
公
債
を

与
え
た
が
、
十
分
な
生
活
の
保
障
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
享
蔵
は
五
十
石
分
の
公
債
を
一
気
に
売
り
払
っ
て
現
金
を
得
た
も

の
の
、
結
局
は
生
活
に
困
窮
し
て
苦
労
を
重
ね
た
ら
し
い
。
同
系
図
に
よ
る
と
宗
像
氏
は
養
子
の
勇
作
が
継
い
だ
が
、
も
は
や
能
大
夫
と

し
て
の
宗
像
氏
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
、
人
吉
藩
の
能
楽
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
不
十
分
な
考
察
で
は
あ
る
が
、
二
万
二
千
石
の
小
藩
な
が
ら
室
町
時
代
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か
ら
の
能
楽
愛
好
を
保
ち
続
け
た
人
吉
藩
相
良
氏
の
取
り
組
み
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
も
っ
と
詳
し
く
考
察

す
べ
き
課
題
が
い
く
つ
も
残
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
図
書
館（
慶
應
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）・
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
・
広
島
大
学
図
書

館
・
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
・
熊
本
県
立
図
書
館
・
人
吉
市
図
書
館
に
は
資
料
調
査
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
人
吉
市
教
育

委
員
会
の
三
村
講
介
氏
に
は
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
資
料
調
査
に
は
加
嶋
麻
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。


